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★11月9日（土） 寺戸公民館･1F中会議室

「市民参加でまちをつくる会」
9時～ 向日市まつり「沖縄写真展」準備

10時～ 沖縄訪問報告、まちの諸問題

★11月16日（土）－ 17日（日）

向日市まつりで、沖縄写真展

「沖縄･辺野古の海」（向日町競輪場内）

●11月24日（日）「核のない世界をめざして」

－アニメ上映と市民のつどい（14時・寺戸公民館）

●12月6日（金）東アジアに平和を！日韓連帯スピー

キングツアー京都集会（18:30キャンパスプラザ京都）

政府は温暖化防止と
防災に真剣に取り組め！

沖縄の首里城が焼失した翌日、私は沖縄を訪問

しました。早くも各地で再建のためのカンパが呼

びかけられていました。安倍政権は国としての財

政支援を約束しましたが、一番の支援は辺野古の

新基地建設を中止することです。焼失前の首里城

の再建費用は240億円。新基地建設の予想費用2兆

5500億円の１％で首里城を再建できます。

台風１９号災害では全地形対応中型水陸両用車

が幼稚園児64人を救出するなど活躍しました。し

かし消防に配備された中型水陸両用車は全国でた

った２台。米国から購入予定の高価な戦闘機１機

分で、数百台の配備が可能です。（杉谷）

首里城焼失－再建費用は数百億円？

辺野古新基地建設は2兆5500億円！

ご相談はまずお電話を！ TEL 090-8384-5984(携帯) FAX 075-921-4101

メール peace@fa2.so-net.ne.jp ホームページ http://sugi.pupu.jp/連絡先

杉 ひろば谷 11月号
No.104

市民参加でまちを変えよう！ ホームページ：http://sugi.pupu.jp/

杉谷さんとともにまちを創る会
２０１９年 １１月 ６日発行

向日市上植野町西小路３－４

杉谷ひろば(連絡先は頁下)

東日本を襲った台風１９号等による被害は2500億円を超

えました。「かつて経験したことのない」台風・豪雨災害が

毎年続いており、さらに激化してゆくでしょう。温暖化・

気候変動の影響は誰の目にも明らかになっているのに、日

本政府はトランプの米国に付き従って、温暖化防止に努力

する世界の足を引っ張り続けています。国連気候行動サミ

ットに出席した小泉環境相は、「（石炭火力発電を）どうや

って減らすのか？」と問われて何も答えられませんでした。

安倍首相は、昨年の西日本豪雨の時も、今秋千葉県を襲

った台風１５号災害の時も、国の災害対策本部を漫然と何

日も立ち上げず、対応が遅れました。本当に信じがたいこ

とです。国民の生活への眼差しが無いのでしょう。最近、

違法行為による経産相、法相の辞任や文科相による「身の

丈」発言など、主要閣僚の不祥事が続出していま

す。安倍一強支配の終わりを予感するのは私だけ

ではないでしょう。 （11月5日・杉谷 伸夫）

取組み・催しの案内

向日市議会議員 杉谷伸夫 所属政党なし

上植野町イトーピア在住。大阪市生まれ。京都大

学工学部卒業。ＧＳユアサ（旧日本電池）勤務を

経て、2011年より向日市議会議員3期目。64才
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重要で高度な仕事です。しかしこの間の調査で、

向日市では生活保護ケースワーカーの多くが３年

程度で異動してしまい、専門性が育たず経験が蓄

積されないと専門家から指摘されています。

職場体質に問題がなかったか？

殺人の容疑者の男は、若手職員に毎日２時間に

及ぶ長時間の電話で、不当要求や脅迫を繰り返し

ていましたが、そのような異常な事態を異常とと

らえることができず、毅然とした姿勢で職員を守

らず漫然と放置していた職場の実態も見えてきま

した。これは、その職場の個々の職員の問題でな

く、そのような職場体質が作られてきた向日市の

組織運営そのものに本質的な問題があるのではな

いでしょうか。

事件の徹底的な検証から
市民を支える生活保護行政へ

向日市は８月に事件の検証委員会を立ち上げま

したが、10月末から外部の学者・弁護士の第三者

委員を加えて、本格的な検証を進めるとしていま

す。事件から約５ケ月が過ぎており、作業が急が

れます。向日市の福祉行政の改革へ、組織体質の

問題に切り込む検証を求めます。

生活保護制度は、市民誰もが困ったときに必要

な支援を受けることができるものですが、現実に

は制度についての誤解や偏見が広がっていて、と

ても利用しにくい制度になっています。この機会

に、生活保護の仕事に携わる職員がやりがいをも

って質の高い働きをし、すべての市民の生活の安

心を支えることができるように、見直しと改革を

進めなければなりません。

熱心なケースワーカーがなぜ

10月2日と31日に、ある刑事裁判の公判があ

り、傍聴してきました。向日市で6月12日に起

きた、生活保護利用者の男が女性を殴って死

なせてしまい、その男を担当していた若手の

市職員（生活保護ケースワーカー）が、その

遺体を隠すことに協力させられた事件です。

この男は過去に２回も同様の事件を起こし

ており、若手職員に対して異常で執拗な不当

要求を毎日くり返し、脅迫や暴力によってそ

の職員を支配していたことが明らかになって

います。しかもこの若手職員は、非常に熱心

だと誰もが口をそろえるまじめなケースワー

カーでした。

若手職員も被害者だ

公判には、若手職員の学生時代の恩師や友

人などが多数かけつけ、口々に「信じられな

い」と語りました。なぜ熱心な若手職員をそ

のような状態になるまで放置し、助けること

ができなかったのか？市民の中からは「この

若手職員も被害者だ」「向日市の組織の問題だ」

との声が出ています。私は、この機会に向日

市の生活保護行政、さらには市の行政運営全

体に問題があったのではないかとの視点で総

点検し、二度とこのような事件が起きないよ

う、行政運営の抜本的な改革を図らなければ

ならないと思います。

ケースワーカー
人の人生を左右する仕事

生活保護ケースワーカーの仕事は、高齢や

病気、障がい、失業その他様々な要因から経

済的に困っている人に寄り添い、どうすれば

良いかを一緒に考え、その人がしっかりと生

活が送れるよう支援することです。その人の

生活に深く関わり、その人の人生を左右する

市職員による死体遺棄事件

徹底検証し、向日市行政の改革を

寛大な判決を求める署名

事件を起こした若手ケースワーカーの大学の元指

導教官などが呼びかけ、京都地裁に寛大な判決を求

める署名に取り組んでおられます。ぜひご協力を！
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や、今年2月には「辺野古米軍基地建設のための

埋立ての賛否を問う県民投票」に連帯して京都で

も市民投票に取り組んだことなどを報告しまし

た。そして「沖縄だけの問題では無い。私たち皆

の問題であり日本の民主主義が問われている」と、

この現実を広く伝えていく決意を述べました。

埋立てはわずか２％。基地は止められる

県内各地からバスなどで千名超の人々が参加

し、11時から県民集会が開かれました。辺野古に

は那覇から車で2時間かかり、直通バスは無いた

めバスを仕立てて参加するしかないのです。

オール沖縄会議共同代表の稲嶺進・前名護市長

は「埋立は浅瀬しか着手できておらず、進捗はわ

ずか２％で遅々として進んでいない。まだまだ止

めることは可能」と発言。照屋義実・共同代表は

「首里城は、うちなんちゅう（沖縄人）魂のより

どころだが、もう１つ失ってはならないものがあ

る。それが辺野古・大浦湾だ」と述べました。

集会には沖縄選出の野党系国会議員が全員参

加。山本太郎さんも参加していました。参加予定

だった玉城デニー知事は、首里城焼失事故への対

応で来られませんでしたが、沖縄の良心が辺野古

に集まっていると感じた集会でした。

11月2日（土）朝９時前から、米軍キャンプシ

ュワブの搬出入ゲート横の座り込みに参加しまし

た。私も発言の機会を頂いたので、向日市議会は

これまで4度にわたって「辺野古の新基地建設を

やめよ」と国に対して意見書を提出してきたこと

１１・１～３ 沖縄・反基地平和ツアー

辺野古基地反対･県民集会に参加

11月1日～3日、私が参加するZENKO（平

和と民主主義をめざす全国交歓会）の沖縄・反

基地平和ツアーで辺野古を訪問し、基地前の県

民集会に参加してきました。 (杉谷伸夫)

東アジアに平和を！ 11･4団結まつり

沖縄連帯の檄布を手渡す
11月4日（月休）、大阪扇町公園で「東

アジアに平和を！関西団結まつり」が

開催されました。まつりには、沖縄、

京都の京丹後や韓国の米軍基地建設反

対運動や、各地で民主主義と人権活動

に取り組む市民が参加。私は「ジュゴ

ンの海を守ろう」と向日市民の皆さん

に書いて頂いた寄せ書きのジュゴンで

作った檄布を、沖縄反基地運動のリー

ダー・山城博治さんに手渡し、連帯の

メッセージを交わしました。 （杉谷）

辺野古の米軍基地前テントで開催された県民集会には、
１千人超が参加。あいさつする山本太郎さん（11月2日）

私
山城氏
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消費税が社会を壊す

まず５％に減らせ！
杉谷 伸夫

とても複雑な消費税増税が10月から始まり、

社会に混乱や悪影響が出ています。これまで

持ちこたえていた小規模零細事業者が、増税

とそれに伴うシステム対応等の負担から、こ

れを機に廃業するところが続出しています。

「消費税は社会保障のため」が真っ赤なウ

ソであることは、先月号でも述べました。こ

れまで国民が払い続けてきた消費税の大半が、

大企業・大金持ち減税の穴埋めに使われてき

たからです。つまり庶民が払ってきた消費税

は、社会保障には回らず、大企業と大金持ち

の金庫に入ったわけです。これでは格差が広

国連気候行動サミットにスウェーデンの１６歳

の少女が大人への怒りを爆発させた。現代のジャ

ンヌ・ダルクのような少女の出現に、「地球環境

の危機」をいやでも深く感じさせられたものだ。

飛行機は使わず船で大西洋を渡り、ニューヨーク

に到着したという言行一致の姿には、政治に携わ

る人々だけでなく、一般の私たちも目を覚まされ

たと思う。

地球の温暖化

が加速し、大型

の台風がやって

くるのは、海水

の温度が上昇し

たからだという

ことも、北極圏

の氷が溶け出し

ていることも知

っていたが、我

々の生活を変え

ようとしていな

地球はどうなる
安野 洋子

かったことに改めて気づかされたものだ。それは

すでに１９８０年頃から言われはじめ、オバマ政

権の副大統領だったアル・ゴアが映画「不都合な

真実」で温暖化の危機を訴えた。みんな判りなが

ら、自分自身の生活を変えようとしない状態が、

ますます温暖化を進めてきたのだ。これから１０

年、２０年と生きていく少女にとって、この傷つ

いた地球での未来を涙ながらに訴えるのは当然だ

ろう。それを米大統領トランプは、温暖化を「フ

ェイク（嘘）」と言い張り、「パリ協定」離脱を正

式通告した。安倍政権は環境問題に一言も発言し

ない。人間が地球のすべての支配者であることが

許されない現実になってきたのだ。

「温暖化」の影響で百万種の生物が絶滅の危機

にあるという。人間の行っていることに地球が悲

鳴をあげていることに気がついていても、行動に

まで到らず、消費文明にどっぷり浸かっている大

人たちに抗議した少女＝グレタ・トゥーンベリの

姿を、決して忘れてはならないと思う。

最近、「ドイツ人はなぜ、年２９０万円でも生

活が豊かなのか」という本を読んだ。彼らはお金

では測れない豊かさを、この社会で実現している

という。収入が少くても、精神的に豊かな生活が

あると考え、１日１０時間以上の労働はせず、１

年に３０日以上の休暇を取るという。他国の生活

と言うので無く、日本人も見習う事があるのでは

ないかと思う。

がるはずです。

一般国民の実質所得は、この20年ほど低下を続

けています。消費は増えず、日本経済は主要国の

中で唯一ほとんど実質経済成長ゼロという悲惨な

状態です。「アベノミクスの成果」の実態です。

ぜひ野党は結束して「消費税減税で国民生活と

経済の再生！」を訴えてほしい。

国連演説するグレタ・トゥーベリさん

(兆円)


